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【結果】101 例に依頼し全例から回答を得た。理解できた 94 例、その
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【はじめに】現在、後期研修コース（国際医療救援　外科系）整形
外科専攻医として研修中である。5 年間の研修期間のうち 3 年間は









る。中南米で約 800 万人が感染しており、年間 12000 人が亡くなっ
ている。中南米以外でも、媒介虫の存在しない北米、ヨーロッパ、
日本でも感染者が確認されており、輸血関連感染症としても重要で
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【対象および方法】対象は 2008 年 3 月以降、当科で人事交流を経験し




【結果】当科から武蔵野赤へ 6 名、神戸赤へ 2 名、熊本赤へ 1 名を派遣し、
他施設からは武蔵野赤 6 名、神戸赤 2 名、熊本赤 2 名、岡山赤 1 名であっ
た。当科の派遣医師の専門分野は脊椎 3 名、関節 3 名、外傷 3 名であり、
他施設からは脊椎 10 名、外傷 1 名と脊椎外科医が多かった。研修内
容は外来診療 5 名 (55.6%)、病棟診療 7 名 (77.8%)、手術執刀 2 名 (11.1%)、
手術助手 9 名 (100%)、救急外来診療 5 名 (55.6%)、時間外 on-call 手術
3名(33.3%)であった。人事交流の利点として全員が医療体制の共通点・
相違点を体験することと回答し、問題点として短期間交流では能動的
診療が困難なこと (5 名 ,55.6%)、自施設での担当患者を同僚医師に依
頼し負担をかけること (4 名 ,44.4%) が挙がり、自施設への気配りが判
明した。
【まとめ】人事交流は自らの姿勢と自施設の体制を再検討できる良い
機会であり、個人及び施設の活性化を期待できる人材育成のツールで
ある。
